
ジャイン・コーカレー橋

ジャイン・ザタピン橋

アトラン橋

シッタン橋

ツワナ橋

東西経済回廊

ドーボン橋
バゴー橋

コーカレー

モーラミャイン

ヤンゴン

ティラワ経済特別区 至 タイ

チャイトー

新バイパス 新シッタン橋
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の
依
頼
だ
っ
た
。
妹
尾
さ
ん
は
、
他
の

日
本
人
技
術
者
と
現
場
へ
急
い
だ
。

「
電
話
を
受
け
た
と
き
は
、
あ
り
え
な

い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

現
場
は
さ
ら
に
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

原
因
は
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
の
腐
食
に
よ

る
破
断
で
し
た
が
、
そ
れ
が
原
因
で
の

橋
梁
全
体
の
落
橋
は
世
界
的
に
見
て
も

お
そ
ら
く
初
め
て
の
事
故
で
す
」

　
こ
の
事
故
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
も

大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
同
月
10
日
に
は

国
家
最
高
顧
問
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
氏
が
現
場
を
視
察
。
そ
の

場
で
関
係
者
と
緊
急
会
議
を
開
き
、
早

期
の
復
旧
と
、
建
設
時
期
が
近
い
類
似

の
橋
梁
の
点
検
を
指
示
し
た
。
そ
の
会

議
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
以
外
で
た
だ
ひ
と

り
入
室
を
許
さ
れ
た
の
が
妹
尾
さ
ん

だ
っ
た
。
席
上
、ス
ー
・
チ
ー
氏
は
「
事

故
当
日
に
最
初
に
来
て
く
れ
た
の
が
日

本
で
、
橋
の
撤
去
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
た
。
感
謝
し
て
い
る
」
と

発
言
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
妹
尾
さ
ん

は
「
そ
の
言
葉
が
う
れ
し
か
っ
た
し
、

や
り
が
い
を
感
じ
た
」
と
、
胸
に
熱
い

も
の
が
こ
み
上
げ
た
。

空
白
期
間
を
埋
め
る

技
術
者
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
落
橋
事
故
の
背
景
に
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
橋
梁
技
術
発
展
の
歴
史
に
お
け

る
約
30
年
に
わ
た
る
空
白
期
間
が
あ
る
。

　
1
9
7
9
年
に
は
ビ
ル
マ
（
当
時
）
に

橋
梁
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー（
B
E
T
C
）

が
設
立
さ
れ
、
日
本
人
技
術
者
か
ら

落
橋
事
故
に

一
番
に
駆
け
つ
け
る

　
今
年
の
4
月
1
日
未
明
、
ヤ
ン
ゴ
ン

か
ら
約
1
4
0
キ
ロ
西
に
架
か
る

ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
橋
で
、
積
み
荷
を
含
む

重
量
18
ト
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
が
走
行
中
に

落
橋
す
る
大
事
故
が
起
こ
り
、
乗
っ
て

い
た
2
人
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
日
の

朝
、
J
I
C
A
専
門
家
の
妹せ

の

尾お 

佳
さ

ん（
西
日
本
高
速
道
路
）は
ミ
ャ
ン
マ
ー

建
設
省
か
ら
電
話
を
受
け
た
。

「
川
の
中
に
橋
が
落
ち
た
。
船
が
通
れ

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
ど
う
や
っ
て
回

収
す
れ
ば
い
い
か
教
え
て
ほ
し
い
」
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
技
術
者
に
橋
梁
の
設
計

施
工
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
学

ん
だ
技
術
を
も
と
に
ツ
ワ
ナ
橋
（
85
年

完
成
）、
ナ
ウ
ア
ン
橋
（
91
年
完
成
）

と
二
つ
の
近
代
的
な
橋
が
造
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
で
最
先

端
の
技
術
を
誇
る
橋
だ
っ
た
。

　
し
か
し
88
年
の
政
変
に
よ
り
、
日
本

を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
か
ら
の

O
D
A
が
ス
ト
ッ
プ
。
そ
れ
以
降
は
、

脆
弱
な
設
計
と
工
事
に
よ
る
橋
が
少
な

か
ら
ず
造
ら
れ
て
い
っ
た
。
落
橋
し
た

ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
橋
も
96
年
の
完
成
で
、

そ
の
よ
う
な
橋
の
ひ
と
つ
だ
。

B
E
T
C
で
は
日
本
が
伝
え
た
技
術

が
更
新
さ
れ
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
技
術

者
の
レ
ベ
ル
も
上
が
ら
な
い
状
態
が
続

い
て
い
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
2
0
1
1

年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
政
移
管
だ
。
ふ

た
た
び
諸
外
国
か
ら
の
O
D
A
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
は
日
本
に
橋
梁
技
術
改
善

の
支
援
を
依
頼
し
、
15
年
6
月
に
「
道

路
橋
梁
技
術
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
J
I
C
A

専
門
家
と
し
て
日
本
の
高
速
道
路
会
社

か
ら
三
石 

晃
さ
ん
（
東
日
本
高
速
道

路
）
と
先
述
の
妹
尾
さ
ん
が
派
遣
さ
れ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
建
設
省
に
は
40
年
前

に
B
E
T
C
で
学
ん
だ
技
術
者
が
ま

だ
多
く
残
っ
て
お
り
、
ふ
た
り
を
温
か

く
歓
迎
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
建
設
省
の

チ
ョ
ウ
・
リ
ン
副
大
臣
は
、「
君
た
ち

の
名
前
は
わ
れ
わ
れ
に
は
呼
び
に
く

ふたたび動き出す
国と経済を結ぶ道造り

経済発展に伴う生産拠点の増加、消費の活性化によって、
急務となるのが道路・橋梁の整備事業だ。

今、ミャンマーではJICAによる多くのプロジェクトが進められ、
現地で日本人が活躍し、信頼されている。

文⃝光石達哉　写真⃝鈴木拓也

2011年の民政移管以降、急激な経済
成長を見せるミャンマー。日本はメコン地
域諸国の陸上貿易の大動脈となる「東
西経済回廊」の整備と、同国最大の都
市ヤンゴン郊外にある「ティラワ経済特
別区」の開発を後押ししている。

Re
pu

bl

ic of the Union of Myanm
ar

国名  ：ミャンマー連邦共和国
首都 ：ネーピードー
通貨 ： チャット（Kyat）
人口 ：5,141万人

（ミャンマー入国管理・人口省発表）
公用語 ：ミャンマー語

ミャンマー

ミ
ャ
ン
マ
ー
×
日
本

友
好
の
懸
け
橋
!

2015年4月に着工し、今年8月に完成した、ヤンゴン地区とタケタ地区を結ぶドーボン橋。
全長256メートル、片側2車線で歩道も整備されている。

ドーボン橋の建設に携わった日本工営の吉田
剛さん（中央）。橋の完成でヤンゴン市内の物流
の効率化が進み、地域住民の生活改善も図ら
れた。

右手に見えるのは1920年代に架けられた旧タケタ
橋。改修されながら使われていたが老朽化し、また片
側1車線で渋滞の原因にもなっていた。

橋のたもとには「日本国民からの無償資金協力　
日本とミャンマーの友好と協力の象徴」と記され
たプレートが設置されている。

われわれが養成したコアトレーナーが先生
となって他の技術者を教えられるようにす
るため、マニュアル作りに100回以上の
ワークショップを重ねて、現場でも実際に
試してきました。完成したマニュアルは、
今後ミャンマー全土に広めていきます。

JICA専門家 
妹尾 佳さん

政変のため技術的な鎖国
状態が続いていましたが、
ハン・ゾウ大臣をはじめ昔の
BETCの成功を知っている方
がまだ現役で、ODA再開後は
「日本の技術は質がいい、
丁寧に仕事をしてくれる」と
敬意を持って接してくれてい
るので、その期待に応えた
いです。

JICA専門家
三石 晃さん

ミャンマーにおける技術者の道路・橋梁施工技術の能力
強化を図る。個々の技術者でばらばらだったノウハウを統
一したマニュアルを整備し、技術者を指導するコアトレー
ナーを養成して、最終的にミャンマー全土において一元化
された施工監理体制・技術基準を整備することが目標。
ミャンマーの道路・橋梁分野への政策的助言や、本文中
にある落橋事故後の対応のような、さまざまなアドバイスも
行っている。

道路橋梁技術能力強化プロジェクト（技術協力）

ミャンマー各地で進む橋梁整備

ドーボン橋

後列左から三石晃さん、短期
専門家として派遣されている建
設技研インターナショナルの渡
邊亮平さん、後列右端が妹尾
佳さん、手前はミャンマー人の
技術者たち。ミャンマーでは女
性の技術者が多く活躍してい
る。

ミャンマー

ネーピードーヤンゴン

道路 未来へ続く道を造る特集
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東西経済回廊のうち、タイ国境～モーラミャイン間
にあるジャイン・コーカレー橋、ジャイン・ザタピン橋、
アトラン橋はいずれも片側 1車線で渋滞の原因とな
り、老朽化のために通過する車両の重量制限も行
われている。この三つの橋の架け替えを行うことで、
タイとミャンマー間の陸上貿易の活性化を促す。

東西経済回廊整備事業（円借款）

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
に
三

石
さ
ん
、
妹
尾
さ
ん
ら
の
も
と
で
学
ん

だ
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
技
術
者
が
指
導
者

と
な
り
、
新
た
な
技
術
者
を
養
成
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

1
0
0
年
も
つ
橋
を
造
る

日
本
の
技
術

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
技
術

者
の
養
成
に
加
え
て
、
J
I
C
A
の

協
力
に
よ
る
新
た
な
橋
の
建
設
、
架
け

替
え
、
道
路
の
整
備
も
始
ま
っ
て
い
る
。

新
た
な
橋
や
道
路
は
、
タ
イ
国
境
か
ら

ヤ
ン
ゴ
ン
ま
で
続
く
東
西
経
済
回
廊
上

や
、
ヤ
ン
ゴ
ン
南
部
の
テ
ィ
ラ
ワ
経
済

特
別
区
周
辺
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
西
経
済
回
廊
と
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ

ナ
ン
か
ら
ラ
オ
ス
、タ
イ
を
経
て
、ミ
ャ

ン
マ
ー
に
入
り
、
港
町
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ

イ
ン
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
ヤ
ン
ゴ
ン
ま

で
通
じ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
横
断
す

る
大
動
脈
で
あ
る
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）。

こ
の
地
域
の
陸
上
貿
易
の
活
性
化
を
目

指
し
た
も
の
で
、
遅
れ
て
い
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
国
内
区
間
の
整
備
が
現
在
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
話
を
冒
頭
の
落
橋
事
故
に
戻
そ
う
。

ス
ー
・
チ
ー
氏
は
、
ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
橋

と
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
同
様
の
約
30

の
橋
の
点
検
を
決
め
、
東
京
大
学
や
日

本
企
業
か
ら
な
る
合
同
チ
ー
ム
が
そ
の

う
ち
約
10
橋
を
担
当
し
た
（
16
ペ
ー
ジ

参
照
）。
そ
の
結
果
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
東

部
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
郊
外
に
あ
る
ア

ト
ラ
ン
橋
と
ジ
ャ
イ
ン
・
ザ
タ
ピ
ン
橋

い
」
と
、
三
石
さ
ん
に

ア
ウ
ン
・
シ
ェ
イ
ン
、

妹
尾
さ
ん
に
は
ア
ウ

ン
・
サ
ン
・
ウ
ー
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
風
の
名
前
を
つ

け
て
く
れ
た
。ア
ウ
ン
・

サ
ン
・
ウ
ー
は
ス
ー
・

チ
ー
氏
の
弟
と
同
じ
名

前
だ
が
、「
セ
ノ
オ

（
S
e
n
o
o
）と
サ
ン
・

ウ
ー
（
S
a
n 

O
o
）

の
文
字
の
つ
づ
り
が
似

て
い
る
か
ら
こ
の
名
前

に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
人
た
ち
は
こ

の
名
前
で
し
か
私
を
呼

も
危
険
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
。
い

ず
れ
の
橋
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
技
術
的
空

白
期
間
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、
簡
易

な
構
造
の
鋼
性
補
強
を
も
っ
た
桁
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
橋
梁
本
体
の
重
量

を
軽
く
す
る
た
め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
は
行
わ
ず
、
滑
り
止
め
加
工
を
し
た

鋼
材
を
敷
き
並
べ
た
だ
け
の
路
面
と

な
っ
て
い
た
。
大
型
車
両
が
走
る
と
そ

の
橋
全
体
が
た
わ
み
、
亀
裂
が
入
っ
た

鋼
材
は
溶
接
し
て
補
修
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
数
多
い
。
落
橋
事
故
後
の
点
検
で

は
、
通
過
す
る
車
両
の
重
量
を
20
ト
ン

か
ら
13
ト
ン
へ
と
引
き
下
げ
る
措
置
も

と
ら
れ
た
。

　
こ
の
二
つ
の
橋
と
さ
ら
に
も
う
ひ
と

つ
の
ジ
ャ
イ
ン
・
コ
ー
カ
レ
ー
橋
は
、

東
西
経
済
回
廊
上
に
あ
り
、
交
通
上
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
の
た
め
、
落
橋
事

故
以
前
か
ら
J
I
C
A
の
協
力
に
よ

る
架
け
替
え
が
決
ま
っ
て
い
て
、
19
年

中
の
着
工
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
詳
細
設
計
を
担
当
す
る
セ
ン

ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
植
田
信
一

さ
ん
は
「
今
の
橋
を
見
た
と
き
は
た
わ

み
が
大
き
く
、
正
直
言
っ
て
大
丈
夫
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
品
質
の
い
い
橋
を

残
す
の
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命
だ
と
思
い

ま
す
」
と
力
を
こ
め
る
。

　
新
し
い
橋
に
は
、
耐
候
性
鋼
材
と
呼

ば
れ
る
特
殊
な
鋼
材
が
使
わ
れ
る
予
定

だ
。
一
般
的
に
鋼
橋
は
錆
を
防
ぐ
た
め

に
10
〜
15
年
ご
と
に
塗
装
の
塗
り
替
え

が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
塗
り
替
え
に

は
費
用
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ャ
ン

橋の一部は鉄板がむき出しになって
いるため、老朽化により亀裂が入って
たいへん危険。現在は溶接による補
修を行いながら使用されている。

左から、橋梁の維持管理を行うミャンマー建設省のカイン・ティンザ・ウェイさんと
フェイン・トーンさん、新たな橋の詳細設計を担当するセントラルコンサルタントの
植田信一さん、千葉靖之さん。

港町のモーラミャインから近いアトラン橋は、物流を担
う大型車両だけでなく、乗用車やバイクで移動する
市民もひっきりなしに通過する。

現在のアトラン橋は、ミャウンミャ橋落橋事故
後の点検で危険性が指摘された橋のひとつ。
新しい橋が完成するまで、日本の専門家が現
地の技術者の保守点検をサポートする。

JICAによる研修で日本を訪れたとき、日本は先進的な技術をた
くさん持っていることを実感しました。今後も多くを学んでミャン
マーの成長に貢献したいと考えています。新しくできる大きな
橋の完成が楽しみです。

ミャンマー建設省  橋梁部門土木技術者
カイン・ティンザ・ウェイさん

市
民
の
安
全
を

守
る

アトラン橋
（完成後のイメージ）

「われわれが造った橋が活用されれば、交通量が増えて
ミャンマーがますます発展していくことが期待されます。そ
のためにも十分な耐久性のある橋を造っておけば、今後
長く使ってもらえるでしょう。100年耐えられる橋を目指して
頑張ります」（糸井）

セントラルコンサルタント
釜井英行さん（左）、糸井 誠さん（右）

ジャイン・ザタピン橋
（完成後のイメージ）

モーラミャイン中心部から約17キロ北東、ジャイン川の下流
に架かる。全長797mと三つの橋の中で最も大きく、斜張橋＊

の主塔部はミャンマーの仏塔「パゴダ」をイメージして金色を
あしらったデザインだ。2019年秋着工予定。
＊主塔からケーブルを斜めに張って橋桁を支える構造。

ジャイン川の上流に架かり、東西経済回廊整備事業の橋の中で最もタイ国境に
近い。ドーボン橋に続くミャンマーで2例目のPCエクストラドーズド橋で、2019年初め
に着工予定。

モーラミャインの中心部から約5キロ東、アトラン川に架かる。全長480mの橋梁（斜張橋区間
326m）で、2019年秋着工予定。なお、三つの橋はすべて片側2車線で歩道も設けられる。

ジャイン・コーカレー橋
（完成後のイメージ）

現在の橋

現在の橋

日本の技術を
活かした橋へ

道路 未来へ続く道を造る特集

び
ま
せ
ん
よ
」
と
妹
尾
さ
ん
は
微
笑
む
。

　
ふ
た
り
は
日
本
の
高
速
道
路
会
社
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
派
遣
さ
れ
た
10

人
の
専
門
家
と
と
も
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

建
設
省
の
約
30
人
の
技
術
者
に
技
術
指

導
を
始
め
た
が
、
最
初
は
苦
労
も
多

か
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
「
技
術
は

目
で
盗
む
も
の
」
と
い
う
習
慣
が
あ
り
、

上
司
や
先
輩
か
ら
若
い
世
代
へ
の
教
育

が
十
分
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
る
と
き
は
、
セ

メ
ン
ト
と
水
、
そ
こ
に
混
ぜ
る
石
と
砂

の
割
合
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
国
で
は
そ
の
割
合
が
人
に
よ
っ
て

ば
ら
ば
ら
で
、
現
場
で
混
ぜ
な
が
ら
、

ま
だ
固
そ
う
だ
か
ら
水
を
入
れ
よ
う
か

と
い
っ
た
具
合
で
し
た
」
と
三
石
さ
ん

は
ふ
り
返
る
。
そ
こ
で
現
在
、
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
を
統
一
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り

3 2
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バゴー地域の東側を流れるシッタン川は、
河口がラッパ状に広がっており、干満の差
によって川の流れが逆流する「海

かい

嘯
しょう

」と呼
ばれる潮津波現象が起きます。そのため基
礎工事には鋼管矢板井筒基礎と、また経
済性や工期短縮等に配慮し、鋼構造の橋
梁形式の採用を検討しています。タイ～ラ
オス国境に架かかる第2友好橋の設計、
建設など20年以上にわたってインドシナ半
島の東西経済回廊整備に携わってきまし
た。そのため、東西経済回廊の整備に懸
ける思いには強いものがあります。

オリエンタルコンサルタンツグローバル
藤熊昌孝さん

ヤンゴン市中心部とティラワ経済特別区の間に
は、川幅の広いバゴー川が流れる。現在そこに架
かるタンリン橋は片側1車線と狭く、また重量トラッ
クの通行も制限され、渋滞の原因となっている。
この地域の開発に伴い交通量の増大が予想され
るため、125m下流に新たなバゴー橋を建設する。

バゴー橋整備事業（円借款）

AH1は、東京・日本橋～トルコ・イス
タンブール間を高速道路などで結
ぶアジアハイウェイ1号線のこと。
ベトナム・ダナン～ミャンマー・ヤン
ゴン間をつなぐ東西経済回廊も
AH1の一部と重なっている。

約20年前に建設された現在のシッタン橋。ミャン
マー政府建設省の担当者曰く、「本当はもっと
下流に架けたかったが、潮津波の影響もあって
当時の技術ではできなかった」。

今年1月にミャンマーの建設大臣に就任したハン・ゾウ氏。日
本とは約40年にわたって密接な関係を築いており、1991年に
は土木学会田中賞、2009年には土木学会国際貢献賞を受
賞した。今年10月には、長年の功績を称えてミャンマー人とし
て初のJICA理事長賞が贈られている。

東西経済回廊のチャイトー～バゴー間の新規高速道路整備を行う。道路
部分はアジア開発銀行（ADB）、橋梁部分は日本が融資するミャンマー初
の連携事業として実施される。完成すれば当該区間の移動距離が30km
以上短縮される見込み。なお、現在あるシッタン橋は残され、従来通り利用
される。両方のルートで将来の交通量増加に対応する。

ミャンマー国
東西経済回廊フェーズⅡ（計画中）

バゴー橋は来年初めにも着
工予定で、完成すればヤンゴ
ン市内で最大級の橋となる。
すでに橋のアプローチ部分
の造成が始まっている。既存
のタンリン橋は鉄道橋として
残される予定。

マ
ー
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
少
な
い
橋
を

希
望
し
て
い
た
。
耐
候
性
鋼
材
と
は
、

通
常
の
鋼
材
に
適
量
の
合
金
元
素
を
混

ぜ
て
製
鋼
す
る
こ
と
で
、
表
面
に
微
細

な
錆
を
わ
ざ
と
発
生
さ
せ
る
も
の
だ
。

そ
の
錆
の
膜
が
塗
装
の
代
わ
り
と
な
っ

て
内
側
の
鋼
材
を
保
護
す
る
仕
組
み
で
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
を
大
き
く
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

「
日
本
で
は
一
般
的
な
材
料
で
す
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
前
例
が
な
く
『
錆
び

て
い
る
け
ど
、
本
当
に
大
丈
夫
か
?
』

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
技
術
者
を
日
本
に
呼

び
、
実
物
を
見
て
も
ら
い
納
得
し
て
も

ら
え
ま
し
た
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は

1
0
0
年
耐
え
ら
れ
る
橋
に
な
り
ま

す
」
と
、
植
田
さ
ん
は
胸
を
張
る
。

ヤ
ン
ゴ
ン
市
民
も
喜
ん
だ

新
た
な
架
け
橋

　
東
西
経
済
回
廊
の
西
側
の
終
点
と
な

る
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
別
区
は
工
業
団
地
、

住
宅
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
が
集
ま

る
地
域
で
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
の
企

業
が
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
今
後
の
経
済
発
展
の
鍵
と
な

る
地
区
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
中
心

地
ヤ
ン
ゴ
ン
は
川
が
多
い
街
で
あ
り
、

郊
外
に
あ
る
そ
の
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
別

区
ま
で
は
い
く
つ
か
の
川
を
渡
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
に
架
か
る
新
タ
ケ
タ
橋

（
正
式
名
称:

ド
ー
ボ
ン
橋
）、
バ
ゴ
ー

橋
の
二
つ
は
J
I
C
A
の
協
力
で
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
8
月
25
日
、
一
足
早
く
新
ド
ー

ボ
ン
橋
が
完
成
し
た
。
日
本
か
ら
の

O
D
A
再
開
後
に
完
成
し
た
初
め
て

の
橋
で
、
橋
梁
形
式
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
初
と
な
る
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー

ズ
ド
橋
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
施
工
技
術

を
要
す
る
も
の
で
、
耐
久
性
が
高
く
建

設
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

ま
た
、
河
川
内
工
事
で
鋼
管
矢
板
井
筒

基
礎＊

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
開
通
式
に
は
建
設
大
臣
の
ハ
ン
・
ゾ

ウ
氏
ら
要
人
も
出
席
し
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市

民
も
つ
め
か
け
て
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
っ

た
。
B
B
C
（
英
国
放
送
協
会
）
や
日

本
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
間
で
流
行
し
て

い
る
S
N
S
で
も
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
。
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
に
お
け
る
物
流
の
効
率
化
、

地
域
住
民
の
生
活
改
善
が
図
ら
れ
た
の

だ
。
調
査
・
設
計
と
施
工
管
理
を
担
当

し
た
日
本
工
営
の
吉
田 

剛
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

「
実
施
機
関
、
施
工
業
者
な
ら
び
に
関

係
機
関
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
竣
工
ま
で

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
建
設
省

の
若
手
職
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
活
躍
と
今
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
ド
ー
ボ
ン
橋
は
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
新
た
な
絆
を
象
徴
す
る
懸
け
橋
だ
。

さ
ら
な
る
発
展
の
第
一
歩
が
こ
こ
か
ら

始
ま
る
。

新シッタン橋
（完成後のイメージ）

ミャンマー初のPC橋となったツワナ
橋。PCとはプレストレストコンクリート
（Prestressed Concrete）の略で、
一般に使用されるRC（Reinforced 
Concrete ： 鉄筋コンクリート）よりもひ
び割れに強いのが特徴。BETCでは
多くのミャンマー人がPC橋の技術を
学んだ。

6 ツワナ橋

バゴー橋
（完成後のイメージ）

7

バゴー川は流れが速く、工事は安全第一で
行わなければなりません、その対策のひとつと
して、バゴー橋の橋脚には鋼管矢板井筒基
礎が採用されています。これは工事期間が短
く、安全で合理的な日本独自の技術です。
耐久性に優れ高品質な橋を造る技術は日本
が進んでいますので、いい橋を残したいです。

日本工営
東後 泉さん

　1979年、日本の協力で橋梁技術訓練センター（BETC）が設立
されると私は副所長を務め、指導者としても日本人から学んだ技術
をミャンマー人技術者に教えていました。そこで学んだ技術を活か
すため、1年後にはツワナ橋の建設を開始しました。この橋の建設
でも、日本人から多くの技術を学びました。仮設の桟橋や足場を
作ること、巨大なケーソン（基礎構造物）を設置しての基礎工事
などすべてが驚きでした。  

　その後、残念なことにわが国の政治体制が変わり、すべての
ODAがストップしました。しかし、その中でもわれわれと日本の関係
は続いていました。日本から技術者が来てセミナーを開いてくれる
など、わが国の大学を支援してくれたりしました。  

　ODAが再開した現在、JICAの協力で東西経済回廊に架かる橋
の整備が進もうとしています。この回廊によって国境間貿易が活
性化することは東南アジア諸国にとって重要で、大いに期待してい
ます。日本とミャンマーの関係の象徴が、今年8月に完成したドーボ
ン橋です。橋のクオリティも高く、交通も便利になりました。今後も
建設省では東西経済回廊やヤンゴンの内環状道路の整備など多
くの仕事が待っているので、日本の協力を頼もしく感じています。  

「日本の技術はすべてが驚きだった」
建設大臣　ハン・ゾウ氏

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と

連
携

港
ま
で
の
道
も

整
備

バゴー橋からティラワ経済特別区へと
続くティラワアクセスロードの整備も進
められている。ここが東西経済回廊の
西端となり、港湾の海上貿易にもつな
がる。右はプロジェクトマネジャーを務
める日本工営の内藤久稔さん。

現在の橋

ミャンマー中央部を流れるシッタン川に架
ける橋で、既存のシッタン橋の約7～8キロ
下流に建設される。現在は協力準備調査
中で、全長は700～800mとなる予定。

Interview

道路 未来へ続く道を造る特集

＊鋼管矢板井筒基礎
鋼管同士を特殊な継ぎ手で結合し、円形・矩

く

形
けい

・小判
形等の井筒形状の基礎工とするもの。井筒全体が一体
の基礎工として機能するために剛性が高く、長大橋や大
型構造物の基礎として数多く採用されている。外周部の
鋼管を水の締め切り部材として使用できるため、水中で
基礎工を建設する場合には経済的にも有利となる。
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